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芳野の魅力を調査（1年間）

・地域の行事に参加

・地域の宝探し

全戸アンケート＆インタビュー調査

交流人口を増やすことによって過疎化・高齢化
を打開する有効な手段になるのでは？



課題解決に向けて…

「外部から見た魅力の発信」

フェノロジーカレンダー作成とその活用

「外と内をつなぐ、触媒としての大学」

イベントの定期開催



芳野を知ってもらい、ファンになってもらうため

特産品

景観 交流

ミカンを使ったカクテルドリンクを

楽しんでもらうイベント

『オレンジカクテルナイト』



第一回目
オレンジカクテルナイト２０１５



翌年から青年部も実行委員会に参加で
オレンジカクテルナイトのパワーアップ
⇒地域の宝探しへ



2016年
歩いて地域を楽しむ”宝探しウォーク“が誕生



宝探しウォークのコースを
地図にしました。



２時間コースに延長した
４つの宝探しウォーク

１．草枕思い出コース

２．拝ヶ石コース

３．ニノ岳・三ノ岳コース

４．ナルシストの丘コース



地域の宝はみかんとそれを育てるみかん農家
⇒みかん狩りをイベントプログラムに



女性たちも大活躍
地域の食材を使った
みかんカレーと梨サラダ



オレンジカクテルナイトの
カクテルづくりは4年生の役割



2018年度に初めて挑戦した
ジャムづくりは大好評



オレンジカクテルナイト2018年の効果

地域の方々

・イベントの期待度向上

・自分の住む地域に対する気持ちの変化

参加者

・芳野の魅力発見

・リピーターの獲得

参加者急増

学生

・芳野の魅力再確認





宝探しは継続して実施
芳野中学校の生徒さんたちと宝探しのワークショップ



探した宝情報をカードに整理 ⇒季節暦へ



昨年度は、改訂版のみかんこよみと
芳野トリセツの制作

フェノロジーカレンダー トリセツ（ガイドブック）



地域づくりにおける宝探しの効果

地域の人が地域の魅力に気が付く

地域の魅力を発見し、それを発信する
ことで多様なプログラムの提供と誘客
を図る

学生にとっては、フィールドワークの
手法を学ぶ

宝を探し、宝を磨き、宝を活用して、地域
にお金を落とすしくみ⇒宝を保全する

持続的な観光
エコツーリズム



フェノロジーカレンダーと宝マップ

宝の旬 宝の所在地

●阿蘇カルデラこよみ （南阿蘇編）
～水の生まれる里と人の暮らし～

●阿蘇の宝マップ（南阿蘇編）



お出口で配布させていただいております。


